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明治時代と男女平等の動き 

・男女平等（「対等」）意識の芽生え 

   ：教育の機会均等～学制（明治5、1872年） 

・「人権」意識の台頭 

   ：娼妓解放令（明治5、1872年）  

      ～マリア・ルーズ号事件（“外圧”の存在） 

・女性啓蒙の機運の高まり：女性雑誌の発行 

 ～『女學雑誌』（明治18、1885年創刊） 

            「婦人の地位」（第2号、明治18）  



女性の社会的主張の弾圧と 
       家父長の権限の増大 

 

・町村会法（明治17、1884年）  

               ～選挙権は男子のみ 

・集会及政社法（明治23、1890年）  

            ～女性の政治活動の禁止 

・新聞紙条例（明治26、1893年） 

・明治民法（明治31、1898年）  

  

 



新島八重略歴 
弘化2（1845）～昭和7（1932）年 
会津藩士・山本権八、さくの娘 
会津戦争（慶応4、1868年）で、断髪・男
装し、会津若松城に籠城 
明治4（1871）、山本覚馬（実兄、のちの
京都府府会議長）を頼って上洛 
明治8（1875）、新島襄と婚約、翌9年受
洗、襄と結婚 
明治23（1890）、襄没 
明治28（1895）、日清戦争で篤志看護婦 
明治38（1905）、 
              日露戦争で篤志看護婦 



“男装”する女性たち 

福田（景山）英子（慶応元、1865～昭和2、1927年） 

 ～十六歳まで、髪を切って男子生徒のような格好で   

  通学。「マガヒ」（まがいもの、の意）とからかわれた 

佐々木豊寿（嘉永6、1853～明治34、1901年） 

 ～女性民権家、少女時代に男装し、馬に乗って闊歩 

樋口一葉（明治5、1872～明治29、1898年） 

 ～「かひなき女子」 

   「おのこならましかば」（日記の記述） 

  



米国文化とキリスト教の影響 

新島襄（天保14、1843年 ～明治23、1890年） 

    アーモスト大学留学 

    ハーディー夫妻の生活ぶり 

 大阪に参り候上、小子の妻となすへき者も不相見、何レ小子義も生涯妻を娶る事ハ叶
わまじと存候。……当分妻の義ハ延引に可致、乍然此分ニ而参候へハ、日本国中をさが

しても小子の意ニ応ずる者ハ有まじと心配いたし居候、小子ハ決し而顔面の好美を不好、
唯心の好き者ニし而学問のある者を望み申候、日本の婦人の如きなき（ママ）女子と生
涯共ニする事ハ一切好ましく不存候 

        （『新島襄全集3』、明治8，1875年3月7日付「新島民治宛」書簡）  

  



明治のキリスト者夫婦 
♡若松賤子（元治元、1864～明治29、1896年）と巌
本善治（文久3、1863年～昭和17、1942年『女学雑
誌』主宰者） 

～会津出身、横浜のプロテスタントの英語塾（後の
フェリス女学院）で学び、『小公子』を翻訳。明治22、
1889年、横浜で結婚 



♡石阪美那子（ミナ、元治2、1865～昭和17、1942
年）と北村透谷（明治元、1868～明治27、1894
年） 

～明治21（1888年）、透谷とキリスト教式で結婚。
夫没後、教育や社会活動に従事。米国留学。 

帰国後英語塾を開き、 

師範学校の教壇にも立つ 

 



自由結婚の実現と「良妻賢母」主義の壁 

・「自由結婚」と「脅迫結婚」 

→（佐伯『「色」と「愛」の比較文化史』岩波人文書セレク
ション） 

・高等女学校令（明治32、1899年） 

 「賢母良妻タラシムルノ素養」 

              （文部大臣樺山資紀） 

～「主婦」化する女性と女性雑誌のメッセージ 

→（佐伯『明治＜美人＞論――メディアは女性を 

   どう変えたか』ＮＨＫブックス） 

  









日本女性の労働力率の変化 



International Comparison: Women’s Labor Force participation Rate by 

                                                                                 Age Bracket, 2004  

 







今なぜ新島八重か？ 
 現代日本に対する八重の問いかけ 

 
新島襄ではなく、大隈重信でもなく、福沢諭吉でもなく……新
島八重に焦点～女性主人公の意義 
  ⇒正確な意味での「良妻賢母」とは？ 
     やさしさに裏づけられた強さ 
     「愛」にもとづくケアのこころ 
  ⇒日本社会のより豊かな可能性とは？ 
     →女性も男性も、生活と生計の責任を 
      均等にわかちあい、どちらかに過重な 
      負担がかからない社会へ 
          ～「ハンサム」に生きる！ 
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